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P1（1） ＮｅｘｔＧｅｎとは？

国際民間航空機関

米国（NextGen）

 2025年頃の航空交通量（現在の約2倍と予測）に対応する航空交通システムのあり方を検討するため、

大統領と議会の指示により、2004年に連邦航空局（FAA）、航空宇宙局（NASA）、国防省、国土安全

保障省等の７つの省庁により共同組織（JPDO）を設立。

 産学官で連携した検討を進めるため、ボーイングなどの航空機製造会社、航空会社などの産業界か
らも約200名が参加（NGATS協会）。

 管制処理能力向上のための4次元軌道管理（4DT）など運用概念の策定、その実現のための先進的

な監視システム（ADS-B）、衛星航法、広域情報管理等の新技術の開発・導入計画を広く検討。

 2008年に将来計画（ワークプラン）を策定した。

初期フェーズ（～2011年）、中期フェーズ（～2018年）、

長期フェーズ（～2025年）に分けて計画的に推進。

 国際民間航空機関（ICAO）では、約20年後の航空交通管理
（ATM）のコンセプトやこれを実現するための通信・航法・監視
（CNS）技術などの航空交通システムのあり方について、各国

の意見等を踏まえて検討。

 「グローバルATM運用概念」（2005）。



P2（2） 米国の問題意識：将来の航空交通需要予測

マイクロジェットの例

昨年９月に型式承認を取得。航続距離
1125NM、巡航速度370kt、高度41,000ft、離
陸滑走距離2,300ft以下であり小さく空港でも
離着陸可能。価格は$1.5Mで富裕層に手の届
く価格に設定。小型機のマーケット予測では、
年2000機の需要を想定

Eclipse-500

無人機の例

Global Hawk

最高飛行高度65,000ft、継続時間42時間の軍用機

【将来需要予測】
ﾏｲｸﾛｼﾞｪｯﾄの増加により
最大３倍になる可能性

FAAの需要予測では

２０年後は２倍増

A380等の大型化が進んだ
場合は１．５倍増

２倍

３倍

１倍

ベースライン
2004年の交通量



P3（3） 米国の問題意識：需要増大時の空域の混雑予測

中西部（シカゴ付近）は
既に容量を超えている

中西部、東海岸を中心に
容量の200%を越える可能性

↓
遅延、キャンセル等の多発

現 状

需要が３倍となった場合



P4（4） 米国の問題意識：将来における運航遅延の増加予測

現状
10～20分の遅延

2016年

慢性的に１時間
以上の遅延

• 遅延による経済的損失は最大で410億ドル（４兆円以上）にのぼると試算
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２時間

３時間



P5
（5） 目標：2025年を見据えて…

 処理能力の向上
• 将来の交通量の増大と運用の多様性にどう対処するか。
• 位置や時間の不確実性を減らし、如何に予測性を向上させるか。
• 悪天候等のイレギュラーの影響をどのように最小化するか。

 安全性の向上
• 米国及び世界の航空交通の安全レベルの向上

 米国のリーダーシップ
• 航空に係るコストの削減を如何に図るか
• 米国製品及びサービスのために、性能ベース、グローバルスタンダード化

を如何に促進するか

 環境対策
• 騒音、ＣＯ２排出、燃料費の削減を図るか
• 航空の環境への影響とその他の社会ニーズとのバランス

 国家防衛の確保
• 民間航空の制約を最小限化を図りつつ、如何に国家防衛を確保するか

 国家安全保障
• テロなどの脅威への対応を如何に図るか



P6（6） 実現イメージ

超高密度運用

ネットワーク情報アクセス

精密航法サービス階層的セキュリティ

世界的な調和

軌道ベース運航

性能ベースサービス 気象情報の共有

等価有視界運用

ユーザを中心としたシステム： 最低限の制約のもとで空域ユーザの要求に柔軟に対応。
人間の能力を最大限に活用し、柔軟かつ素早い意思決定ができるシステムを目指す。



P7（7） 実現に必要な要素技術

ネットワークによる情報アクセス

性能ベースサービス

気象情報の共有

階層的セキュリティ

精密航法サービス

軌道ベース運航

等価有視界運用

超高密度運用

• 関係者で広く情報を交換・共有。
• 迅速かつ高度な意思決定。
• リスク管理手法の適用による安全性の向上。

• 特定の機器を指定せず、性能により要求。
• 混雑空域では最低水準の性能を規定。
• 性能と受けるサービスとのトレードオフ。

• 気象情報の意思決定過程での活用。
• 関係者間での同一の気象情報の共有によ

る判断の平準化。

• 多段階の防衛機構。
• 運航への影響を最小限にとどめながら

リスクを低減する。

• いつでも、どこでも、必要な性能の航法を提供。
• 地上施設の配置によらない航法性能。

• 軌道：時々刻々の航空機の位置（過去&将来）。

• 他の航空機との利害関係の調整、ボトルネッ
ク空域の特定。

• 視程によらない空港運用（可視化など）。
• 低視程でも航空機の運航を可能とする。
• 空港面における精密航法が必須。

• 混雑空港の効率的運用。
• 出発機・到着機を最小限の間隔で整然と流

し、最大限のスループットを実現する。



P8（8） 実現に向けた枠組み

政策目標の達成のため、計画的に研究開発を実施したうえでシステムを整備し、運用に供する。
ユーザである航空会社や軍、空港等と一体的なシステム更新を図り、航空交通の変革を目指す。



P9
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P10ＮｅｘｔＧｅｎの特徴

 ユーザ中心主義
• 空域ユーザの状況認識の向上や関連情報へのアクセス性の改善。
• 管制機関によるコントロールを減らし、制約を最小化、かつ空域ユーザの要求に柔軟に対応。

 分散型意思決定
• 現場の意思決定も豊富な情報に基づいて行われる。
• 柔軟かつ素早い意思決定。

 高度な安全管理
• システムや組織、運用に潜む潜在的問題点を早期に発見し、対処する。
• 安全管理ポリシに基づく安全管理。

 国際的調和
• ATMは国際的な調和が必要、NextGenによる変革も国際的調和があってこそ。

 人間と機械の協調
• 人間の能力を最大限に活用できるようなシステム設計。

 気象情報の活用
• 気象情報の利用を意思決定の過程に組み込む。
• 共通の気象情報に基づく意思決定。

 環境管理の枠組み
• NextGenの目的の一つは環境への対応と定義。
• 航空機の設計、航空機性能と運用手順、空港周辺地域の利活用などを含む。

 頑健かつ弾力的
• システム障害、自然災害、テロなどへの対応。

 スケーラビリティ
• 当面の問題点から将来的な課題に至る広い範囲の問題に対応。



P11将来運用概念の構成

• 航空交通管理（ＡＴＭ）の運用

• 空港運用と整備

• ネットワークによる情報共有の強化

• 状況認識の共有

• セキュリティ

• 環境管理

• 安全管理

• パフォーマンス管理

ＮｅｘｔＧｅｎにおける将来運用概念（ＣｏｎＯｐｓ）



P12将来運用概念：航空交通管理（ＡＴＭ）のイメージ

４次元軌道管理（４ＤＴ）の原理

位置・時間の不確実
性によるウィンドウ

最低間隔
５マイル

実際は
５マイル＋ウィンドウ分

最低間隔
５マイル

５ﾏｲﾙ＋短縮ｳｨﾝﾄﾞｳ

位置・時間の不確実性を減
らすことでウィンドウを縮小

監視能力（地上/機上）、航法精度、データ通信に
よる航空機動態管理の向上等により位置・時間
の不確実性を減少し、運航者との協調的連携に
より、４次元（位置、時間）の軌道を管理する。

＜従来の管制＞

＜４次元軌道管理による短縮の原理＞
***  ES TIMAT ED TRA FFIC G RPH (S ECTOR )  ***
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管制機関

航空機間の監視能力
向上による間隔維持

精度の高いRNPの導入
により経路間隔の短縮

航空機の動態情報や軌道管
理をデータ交換により軌道
管理の自動化
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T 18 レーダー監視、音声による指示

コリドーの
通過は不可

【現在】

【将来】
（コリドーの形成）

将来の航空路

一定降下進入（CDA)の導入
により、騒音、CO2排出削減

RNP導入による経路間
隔の短縮により、より狭
い平行滑走路の運用

着陸地点を先行機より前方
にすることで、後方乱気流
の影響を緩和し、大型機/
小型機の管制間隔を短縮

４次元軌道管理

誘導路の離脱速度の向上

将来の混雑空港

地上交通管理のシステム化



P13将来運用概念：情報ネットワークのイメージ

• 管制機関や運航者、航空機など許可されたユーザー間で、飛行計画、航空機の情
報（位置、意図、運航状態等）、管制指示等を迅速かつ信頼できる情報として通信・
共有できるネットワークを構築

• パイロットと管制官の音声通信は非常時や特別な場合の使用に限られる

• ネットワークについては可能な限り商用ネットワーク技術に基づく

航空会社航空会社

地上ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｹﾞｰﾄﾘﾝｸ

4DT、航空機動態情報、
気象情報等のデータ通信

管制機関、運航者、航空会
社等と協調的意志決定を図
るために情報共有を図る

衛星通信

空地通信

航空機ノード
ネットワーク

ＡＩＳ／ＧＩＳ



P14将来運用概念：状況認識の共有

PNT（位置・航法・時間）サービス

正確な位置と時間の把握を必要とする４次元軌道管理の
導入やRNAV/RNPの展開などに必要なPNTサービスを提
供する。

•RNAV（広域航法）が全国展開
•必要に応じてRNPを導入
•PNTを提供する航法サービスは衛星航法（ＧＮＳＳ）

－ＳＢＡＳ（衛星型衛星航法補強システム）の可能性
－混雑空港にはＧＢＡＳが使われる可能性

•衛星航法のバックアップについては検討中※

※ＧＰＳの脆弱性に係る問題については、米国政府全体
の課題として取り扱われている

衛星航法によ
るRNAV/RNP

GBAS（地上型衛星
航法補強システム）

SBAS（静止衛星
型衛星航法補強）

監視サービス

４ＤＴ（４次元軌道管理）や地上及び航空機間の監視能力の向上
のため、ＡＤＳ－Ｂ（放送型自動位置情報伝送機能）を展開予定。
バックアップとして、地上レーダーを維持する必要あり。

【ＡＤＳ－Ｂの導入計画】
•2007年8月 メキシコ湾、東・西海岸の航空路用

施設（セグメント１）の契約
•2007年11月～ 位置精度等の補強システムをパブコメ提案中

（SBASを提案）
•2010～13年 ＡＤＳ－Ｂ地上施設導入
•2010～20年 航空機への装備

【米国におけるADS-B整備計画】



P15将来運用概念：安全管理システム

• 安全管理システム（SMS)に関して、航空安全戦略に係る国家計画を策定予定

• 空港面、空中でのリスクを軽減するための諸施策を検討中

空港面

・最適な滑走路・誘導路
の設計

・地上走行、ランプ交通管
理システムの導入

・機上側におけるムービ
ングマップ

・滑走路誤進入プログラ
ム

・事前のタクシング指示
（データ通信）

・バードストライク対策

【ADS-Bによる機上側の監視画面例】

ADS-Bにより滑走

路上の航空機を
認識

進入中の航空機



P16将来運用概念：パフォーマンス管理

手段（Key Capability）

ロードマップ

運用上の改善（OI）

容量の拡大

安全性の確保

環境保護
国家安全保障

の確保

国防の確保

世界的な
リーダーシップの確保

ＪＰＤＯの目標

ＮｅｘｔＧｅｎの構造

運用の改善事項
（OI）

OIの影響パラ
メータの定義

将来の需要予測
と条件

空港や空域への
効果

旅客や運航者へ
の効果

安全性
環境

セキュリティ
経済的影響

検証

総合的な評価

各機関の決定

既存データ

EADの任務

各IPT FAA等

ＮｅｘｔＧｅｎの評価解析

様々な運用上の改善事項（OI）の影響パラメータや将来の需要予測や条件を定義
し、OIの導入の有無により、空港や空域への効果、安全性、環境、セキュリティ、経
済的影響を現状のデータを基に検証し、総合的な評価を実施する。これらの評価結
果は、FAA等の機関の意思決定に利用される。

ヒューストンやJFK、シカゴ・オヘア空港など全
米３５の主要空港において、NextGenの導入
により、例えば、到着間隔のばらつきの最小化
や後方乱気流検知技術の向上等による短縮
により、将来的に空港容量がどのくらい向上す
るか算出している。計算上では2025年に全米
主要３５空港で新たな滑走路を追加せずに40-
45%の増加が可能としている



P17ＮｅｘｔＧｅｎの実施計画：ロードマップ案

2005  2008 2012                             2016 2020                            2024

性能ベースサービス

軌道ベース運航

等価有視界運用

精密航法サービス

気象情報の共有

超高密度運用

ネットワークによる
情報アクセス

Multiple aircraft 
per runway

Proactive risk-
based safety

Dynamic airspace 
design

Delegated
separation

4D contracts 
for airspace

Primary means 
satellite navigation

Precision approaches 
to all air portals

Probabilistic 
weather tools

Common weather 
picture

Digital
airborne 
network

Uniform cooperative 
surveillance

Noise & emission 
procedures

Environ-friendly 
aircraft

Federal sharing
standards

Constellation
evolution

Surveillance network Third-party 
tools

Time-based 
metering

Reduced 
separation stds

Modified landside 
flow

Risk-based screening 階層化セキュリティ
Advanced 

screening sensors Incident coordination

Performance-based
approach/departures

Expanded airport 
network

Risk-based security 
screening

SWIM ADS-B WAAS TMA RNP
TMA: Traffic Management


